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荒川重平と海軍将校たち (瓜生節子氏所蔵)

前列左から3人目荒川重平、6人目山本権兵衛

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

沼
津
兵
学
校
出
身
者

の
日
露
戦
争

Ｉ
Ｌ
坂
の
上
の
雲
」

を
目
指
し
た
人
々
―

司
馬
遼
太
郎

の
小
説

『坂

の
上

の

雲
』
の
主
人
公
、
秋
山
好
古

・
真
之
兄

弟
の
よ
う
に
、
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
陸
海

の
軍
人
と
な
り
、
後
に
回
清

・
口
露
戦

争
を
戦

っ
た
ペ
ア
は
、
沼
津
兵
学
校
出

身
者
の
中
に
も
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
．加
藤
泰
久

（沼
津
兵
学
校
資
業
生

。

陸
軍
少
将
）
と
加
藤
定
吉

（沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
生
徒

・
海
軍
大
将
）
、

永
嶺
源
吉

（同
資
業
生

・
陸
軍
砲
兵
大

佐
）
と
永
嶺
謙
光

（沼
津
兵
学
校
附
属

小
学
校
生
徒

・
海
算
機
関
少
将
）
、
と

い
う

組^
の
兄
弟
で
あ
る
．
彼
ら
は
秋

山
兄
弟
よ
り
少
し
だ
け
年
長
だ
が
、
ほ

ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
。
片
方
は
兵
学
校

と
は
無
関
係
だ
が
、
山
口
勝

（沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
生
徒

・
陸
軍
中
将
）

と
山
口
鋭

（東
沢
田
村
の
小
学
校
敬
身

舎
生
徒

・
海
軍
中
将
）
と

い
う
兄
弟
も

＼
％
％
＼
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い
た
。
山
口
鋭
は
秋
山
真
之
と
海
軍
兵

学
校
の
同
期
で
あ
り
、
『坂
の
上
の
雲
』

の
作
中
に
も
登
場
す
る
。
窮
乏
す
る
士

族
の
子
弟
に
と

っ
て
官
費
で
勉
学
で
き

る
軍
人
は
、
選
び
や
す
い
進
路
で
あ

っ

た
ｃ
ま
し
て
、
沼
津
兵
学
校
で
学
ん
だ

前
歴
は
新
政
府
の
軍
人

へ
ほ
ぼ
直
結
し

た
て秋

山
真
之
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
有

し
た
人
物
と
し
て
、
沼
津
兵
学
校
資
業

生
か
ら
海
軍
兵
学
寮

（後
海
軍
兵
学

校

。
大
学
校
）
に
出
仕
し
、
長
く
数
学

教
官
を

つ
と
め
た
荒
川
重
平
が
い
る
。

荒
川
が
書
き
残
し
た
回
想
録

（荒
川

鐵
太
郎
氏
所
蔵

。
当
館
保
管
）
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
日

本
軍
が
二
〇
三
高
地
占
領
に
と
も
な
う

旅
順
港
砲
撃
に
よ
リ

ロ
シ
ア
艦
隊
を
ほ

ぼ
壊
滅
さ
せ
た
際
に
は
、
絵
葉
書
に
祝

い
の
漢
詩
を
記
し
て

「秋
山
参
謀
」
を

含
む
知
り
合

い
の
出
征
軍
人
三
十
数
名

に
送

っ
た

（明
治
三
七
年

一
二
月
条
）
。

「
司
令
長
官
、
各
司
令
官

ヘ
ハ
秋
山
参

謀
ョ
リ
然
ル
ベ
ク
言
上
セ
ラ
レ
タ
シ
ト

〓
口
　

申
送
ル
」
と
も
あ
り
、
秋
山
真

一定一疇
　

之
を
通
じ
て
東
郷
平
八
郎
ら
司

一的
畿

令
官
た
ち

へ
も
祝
意
を
伝
え
た

一部
砥

ら
し
い
。
ま
た
、
日
本
海
海
戦

一靴
劫

勝
利
の
報
に
接
し
て
は
、
「
殊

一̈

酪

勲
偉
功
ノ
人
才

ハ
余
ガ
教

工
子

一争
＜

一副
　

多
分
、
国
家
ノ
為
メ
ハ
勿
論
私

一日
　

情

二
於
テ
モ
殊

二
嬉
シ
」
と
記

一　
ｍ

さ
れ
て
い
る

（明
治
三
八
年
五

一　
　
７

一　
月

月
条
）
。
教
え
子
た
ち

の
活
躍

一　

　

３

一　
蜂
ぶ
り
を
称
賛
す
る
と
と
も
に
自

薮
肺
ら
も
誇
り
と
し
た
の
で
あ
る
。

帳
脚

　

明
治

四
〇
年

（
一
九

〇
七
）

り

騎晰

退
官

に
際

し
荒

川

は
、
東

郷

一　
剌

平

八
郎

・
山
本
権

兵
衛

以

下

一　
は

五
七
〇
余
名
に
及
ぶ
海
軍
士
官

た
ち
か
ら
、
謝
恩
の
記
念
品
と
し
て
銀

製
の
花
瓶

・
茶
器
を
贈
呈
さ
れ
た
。
彼

の
履
歴
を
、
「
栄
光
」

の
海
軍
の
陰

の

功
労
者
と
し
て
紹
介
し
た
雑
誌

『教
育

界
』
第
七
巻
第
四
号

（明
治
四

一
年
二

月
）

の
記
事
に
は
、
「
当
代
に
於
け
る

日
本
海
軍
の
中
枢
に
坐
せ
る
者
で
、　
一

人
と
雖
も
、
荒
川
君
の
教

へ
を
受
け
な

い
者
は
な

い
と
言

て
良

い
位

ゐ
で
有

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

坂
を
登
り
詰
め
れ
ば
、
空
に
浮
か
ぶ

雲

（「欧
米
列
強
並
の
近
代
国
家
」
）
に

手
が
届
く
と
思
い
、
ひ
た
す
ら
歩
み
続

け
た
の
が
、
近
代
日
本
で
あ

っ
た
と
す

れ
ば
、
自
己
と
国
家
の
目
的
と
を
同

一

化
し
そ
の
坂
道
を
歩
ん
だ
人
々
は
無
数

に
存
在
し
た
。
沼
津
兵
学
校
の
人
材
も

そ
う
で
あ
る
。

日
清
戦
争
の
時
と
は
違

い
、
日
露
戦

争
で
は
、
世
代
的
に
す
で
に
退
役
し
た

者
が
多
か

っ
た
沼
津

兵
学
校
出
身
軍
人

で

あ

る
が
、
資
業
生
出

身

の
古

川
宣
誉

（
陸

軍
少
将
）
は
予
備
役

か
ら
召
集

さ
れ
、
第

四
軍
工
兵
部
長
と
し

て

出

征

し

た
。
　

一

ヽけ

方
、
附
属
小
学
校
の
出
身
者
は
ま
だ
若

く
、
満
州
軍
総
司
令
部
参
謀
を

つ
と
め

た
井
口
省
吾
は
別
格
と
し
て
、
大
田
栄

次
郎

（歩
兵
第
四
十
五
連
隊
長
）
、
深

谷
又
三
郎

（近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
長
）
、

神
谷
景
昌

（近
衛
後
備
歩
兵
第

一
連
隊

長
）
ら
の
よ
う
に
、
野
戦
に
出
た
者
も

い
た
ｃ

明
治

三
九
年

（
一
九
〇
六
）
四
月

一
五
日
、
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体

・
同
方

会
は
凱
旋
軍
人
の
歓
迎
祝
賀
会
を
東
京

上
野
の
精
養
軒
で
開
催
し
た
。
賓
客
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
出
征
軍
人
の
中
に
は

堤
永
類
陸
軍
三
等
主
計
正

（資
業
生
出

身
）
、
加
藤
定
吉
海
軍
大
佐

の
一
人
の

沼
津
兵
学
校
出
身
者
が
含
ま
れ
た
ｃ
迎

え
た
側
に
は
、
川
口
嘉

・
成
瀬
隆
蔵

・

島
田
〓
郎
ら
が
お
り
、
島
田
は
祝
辞
を

述
べ
て
い
る

（
『同
方
会
誌
』
３０
）
ｃ

（樋
口
雄
彦
）

．■
〓
■
輸
■
●
●
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ｔ

恭

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑩

薬
菫

東
洋

一
の
鉄
橋
を
作

っ
た
飯

田
豊

二

」

月
で
帰

っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
再
度
台

湾
行
き
の
内
命
が
あ

っ
た
が
、
同
時
に

豊
二
に
も
同
じ
命
令
が
あ

っ
た
。
当
局

が
、
兄
弟

一
緒
に
台
湾
に
行
く
の
は
気

の
毒
な
の
で
ど
ち
ら
か
に
せ
よ
、
と
の

こ
と
と
な
り
、
兄
は

一
度
行

っ
て
い
る

か
ら
、
と
い
つ
て
豊
二
が
自
ら
赴
任
し

た
。三

〇
年
、
二
人
歳
で
渡
台
し
た
後
、

後
に
台
湾
鉄
道
建
設
最
大
の
功
労
者
と

い
わ
れ
る
小
山
保
政

（三
二
年
没
）
の

下
、
鉄
道
技
術
を
学
ん
だ
。
三
五
年
、

暢

（成
島
柳
北
の
娘
）
と
結
婚
。
四
三

年
、
台
湾
総
督
府
鉄
道
技
師
に
任
じ
ら

れ
、
大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
五
月
、

高
雄
の
打
狗
出
張
所
工
務
掛
長
兼
打
狗

出
張
所
九
曲
堂
派
出
所
主
任
と
な
り
、

台
湾
で
流
域
面
積
最
大
の
河
川
で
あ
る

下
淡
水
渓

（現
高
屏
渓
。
高
雄
県
と
屏

東
県
の
境
界
と
な

っ
て
い
る
）
の
打
狗

―
阿
緞
間

の
架
橋
工
事
主
任
と
な

っ

た
ｃ大

正

三
年

六
月

七

日
、
難

工
事

に

よ

る

過

労

の

う

え
、

赤

痢

に

催

り
、
十

一
月

の
橋

の
完
成
を
目
前

に

逝
去
し
た
´
享
年
四
０
歳
で
あ

っ
た
（

全
長

一
五
二
六
メ
ー
ト
ル
の
鉄
橋
は

当
時
、
阿
賀
野
川
や
天
竜
川
、
朝
鮮
の

鴨
緑
江
の
鉄
橋
よ
り
も
長
く
束
洋
　
を

誇

っ
た
ｃ
一
．四
連
の
ト
ラ
ス
が
並
ぶ
そ

の
様
子
は
、
世
界
の
鉄
道
技
術
者
を
感

嘆
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ

っ
た
と

い
つヽ
ｃ

完
工
後
、
小
山
保
政
の
子
で
、
豊
二

の
部
下
で
あ

っ
た
三
郎
ら
有
志
に
よ

っ

て
、
鉄
橋
に
近
い
九
曲
堂
駅
の
構
内
に

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
〓
地
域
の
人
々

の
尽
力
に
よ

っ
て
第

一次
人
戦
後
も
破

壊
を
免
れ
、
現
在
は
碑
の
周
囲
が
整
備

さ
れ
飯
田
豊
一
小
公
園
と
な
り
、
役
目

を
終
え
た
鉄
橋
と
と
も
に
歴
史
遺
産
と

な

っ
て
い
る
．

〈参
考
文
献
）
飯
田
意
誠
編

『飯
田
耕

一
郎
之
面
影
一　
一
九

二
七
年
、
片
倉
佳

史

『台
湾
に
生
き
て
い
る

「
日
本
」
』

祥
伝
社

・
二
〇
〇
九
年

飯
田
一
一
　
は
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）

十
月
十

二
日
、
飯
Ｈ
弘
の
一
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。

飯
田
家
は
、　
二
代
Ｈ
飯
Ｈ
彦
兵
衛
か

ら
徳
川
家
に
仕
え
、
維
新
に
際
し
て
沼

津
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
で
、
豊
二
の
祖

父

・
成

二
郎

（文
政
五
年
力
～
明
治
五

年
）
は
人
代
日
、
沼
津
兵
学
校
の
軍
事

掛
付
出
役
で
あ

っ
た

（「
沼
津
御
役
人

附
」
）
．
『駿
遠

へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣

団
』
第
二
編
に
よ
れ
ば
、
旧
幕
時
代
は

勘
定
方
、
維
新
の
際
に
初
め
駿
府
鷹
匠

町
に
移
り
、
明
治

年^
軍
事
掛
付
出
役

に
任
じ
ら
れ
て
高
田
村

（現
沼
津
市
大

岡
）
の
農
家
宅
に
寄
留
し
た
ｔ
後
、
中

原

（現
沼
津
市
中
原
町
）
に
転
居
、
十

七
年
頃
、
城
内
百
五
十
二
番
地

（現
沼

津
市
添
地
町
か
）
に
移

っ
た
。
豊
二
の

父

・
弘

（弘
化
四
年

（
一
人
四
七
）
～

明
治
四
二
年
）
は
、
沼
津
に
移
住
後
、

城
内
町
戸
長
、
教
師
、
裁
判
所
書
記
な

ど
を

つ
と
め
、
晩
年
は
城
岡
神
社
の
神

官
を
務
め
た
ｃ
母

・
み
つ

（安
政
元
年

（
一
人
五
四
）
～
昭
和

一
四
年
）
は
、

沼
津
勤
番
組
一
番
頬
頭
取
古
田
泰
門
の

娘
で
あ

っ
た
ｃ
母
方
の
従
弟
に
〓
省
堂

社
長
に
な

っ
た
神
保
周
蔵

（沼
津
移
住

旧
幕
臣
神
保
長
久
の
子
）
が
い
る
．

豊
二
の
沼
津
時
代
の
略
歴
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
四
歳
卜
の
兄

・
耕
　
郎

が
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の
後
身
で

あ
る
集
成
舎
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
恐

ら
く
は
そ
の
後
身
で
あ
る
小
学
沼
津
学

校

（沼
津
費
）
に
学
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
る
こ
そ
の
後
、
工
手
学
校

（工
学
院

大
学
の
前
身
）
に
学
び
、
卒
業
後
、
兄

と
同
じ
鉄
道
局
に
就
職
し
た
ｃ

口
清
戦
争
後

の
下
関
条
約
に
よ

っ

て
台
湾
が
日
本

の
領
有
と
な

っ
た
後

の
明
治

一九
年

一月
、
耕

一
郎
は
台
湾

で
線
路
の
実
測
に
従
事
し
、
二
、
　
一ケ

飯田豊二

(飯田慎
‐氏所蔵リ

飯田豊二記念碑
(飯 ITI慎

―氏所蔵)

台座に嵌めこまれた鋼製ブレートに

豊二の生涯、事跡が記されている
=
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鴫
≪
輝
ぎ
干

昭
和
５９
年
の
開
館
以
来
、
主
要
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
沼
津
兵
学
校
の
特
別
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
館
以
来
絶
え

問
な
く
継
続
し
て
き
た
兵
学
校
研
究
の

集
大
成
を
目
指
し
、
昭
和
６１
年
の
企
画

展

「沼
津
兵
学
校
」
、
平
成

６
年
の
企

画
展

「沼
津
兵
学
校
の
群
像
」
以
降
に

発
見
さ
れ
た
資
料
や
、
写
真
で
し
か
公

開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
な
ど
、
初

公
開
の
資
料
を
多
数
展
示
し
て
い
ま

す
。
３
月
２８
日
０
ま
で
で
す
。
お
見
逃

し
な
く
＝

ま
た
、
３
月
２０
日
０
午
前
Ｈ
時
か
ら
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
室
で
実
際
の
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

き
な
が
ら
、学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

縄
鼈
≫
ン
ト

特
別
展

「沼
津
兵
学
校
の
す
べ
て
」

に
あ
わ
せ
て
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。

沼
津
兵
学
校
研
究
の
大
家
で
あ
る
樋

口
雄
彦
氏

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准

教
授

・
元
当
館
主
任
学
芸
員
）
が
監
修

し
、
Ｂ

５
版
か
ら
Ａ

４
版
に
サ
イ
ズ

ア
ッ
プ
し
、
全
９６
ペ
ー
ジ
の
半
分
以
上

が
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

資
料

。
人
物
の
写
真
を
多
数
収
録
し
、

「図
説
」
と
い
う
名
の
通
り
、
沼
津
兵

学
校
の
こ
と
が
目
で
見
て
わ
か
る
図
録

に
な

っ
て
い
ま
す
。
兵
学
校
関
係
人
物

の
写
真
も
、
こ
れ
ま
で
に
掲
載
し
た
こ

と
の
あ
る
お
な
じ
み
の
写
真
で
は
な

く
、
な
る
べ
く
新
発
見
の
写
真
を
掲
載

し
ま
し
た
。

新
し
く
な

っ
た
図
録
を
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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一
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歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

沼
津
兵
学
校
の
こ
と
を
、
も

っ
と
身

近
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
歴

史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
．

沼
津
市
出
身
で
沼
津
市
史
編
さ
ん
委

員
を
務
め
、
教
育
史
を
ご
専
門
と
す
る

四
方

一
淋
氏
と
、
静
岡
県
出
身
で
、
静

岡
新
聞
夕
刊
に

「美
貌
の
功
罪
」
を
連

載
中
の
歴
史
時
代
小
説
家

・
植
松
二
十

里
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
沼
津
兵
学

校
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

人
場
は
無
料
で
す
ｔ
お
申
込
み
も
不

要
で
す
の
で
、
当
日
直
接
会
場

へ
お
越

し
く
だ
さ
い
　
な
お
、
駐
車
場
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
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等
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ
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こ来場お待ち してお ります。

一曇
彗

1

ヽレ

「確津 基 掌毅 の人 や

彦

沼津市明治史料館


